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柏市手賀の丘公園で見られるきのこ 

 

氏家 文憲 

 

１.はじめに  

旧沼南町（現柏市）にある千葉県立手賀の

丘公園は自宅から12㎞、車で30分の距離に

あり、増尾城址公園と並び私のきのこ観察の

メインフィールドのひとつです。手賀沼南岸

の台地上に位置し面積は 29.6 ヘクタール、

広大な園内には片山古墳群とオッコシ古墳

群という2つの古墳群をはじめ、江戸時代か

ら昭和初期にかけて建立された庚申塔や石

塔・石碑が数多くあり、歴史とロマンを秘め

た場所でもあります。また、どんぐりの家（管

理棟）、バーベキュー広場、芝生広場、野外

音楽堂、キャンプ場、あやめ池、カワセミ池、

フィールドアスレチック、テニスコート、野

球場、グランド・ゴルフ場なども整備されて

おり、市民の憩いの場となっております。以

上のように人工的施設もありますが、大部分

は房総丘陵の山林をそのまま生かした自然

豊かな緑地であり、園内にはアカマツ、イヌ

シデ、エゴノキ、クスノキ、クヌギ、クリ、

コブシ、シラカシ、シロダモ、スギ、スダジ

イ、ハクモクレン、ヒサカキ、ヒノキ、ホオ

ノキ、ムクノキ、モミなどの樹種が混交し、

梅林、竹林、さくら山、ハナモモ園などもあ

るので、年間を通じて様々なきのこが発生し

ます。次節に示すように、2008年４月 15日

から 2015年７月 18日に至る 90回のひとり

観察会で見つけたきのこを、次々節の観察種

として五十音順にまとめました。図鑑との絵

合わせだけで同定したものであり、中には種

名の間違いがあるかもしれません。その場合

はどうぞお許しください。  

 

２.観察年月日 

年ごとの観察月日と観察回数は下記の通

りです。年を追って観察回数が減っておりま

すが、新しい菌種との出逢いが少なくなるに

つれ、熱意が冷め根気が続かなくなる様子が

わかります。また、今年になって冬季の観察

が増えているのは硬質菌に関心が移ってい

るためであります。 

 

（１）2008年・17回 

４月15・25日、５月15日、６月２・30日、

７月10・30日、８月26日、９月８日、10月

１・７日・20・28日、11月４・17・29日、

12月21日 

（２）2009年・16回 

３月２日、４月７・17日、５月８日、６月

２日、７月９・23日、８月11日、９月16日、

10月３・27日、11月12・26日、12月８・

30日 

（３）2010年・９回 

３月８・27日、４月26日、６月27日、10月

４日・17日、11月１日・10・30日 

（４）2011年・12回 

２月 18日、４月 26日、５月 30日、６月

26日、８月２日、10月４・７・11・13日、

11月１・23日、12月16日 
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（５）2012年・９回 

４月 18・28日、６月 25日、７月 15日、

８月 15日、９月 16日、10月１・25日、

12月５日 

（６）2013年・９回 

２月９日、４月４・25日、６月 14日、９

月 10日、10月４・17日、11月 11日、12

月28日 

（７）2014年・10回 

２月 20日、４月 23日、６月 13日、７月

28日、８月31日、９月17日、10月22日、

11月28日（私の誕生日）、12月22・30日 

（８）2015年・８回 

１月９・27日、２月９日、３月３・24日、

４月15日、６月26日、７月18日 

 

３.観察種（五十音順）、括弧内確認月 

あ行 

アイゾメクロイグチ（７・９月）、アイタ

ケ（６月、８-10月）、アイバシロハツ（９

月）、アオゾメタケ（10月）、アカキツネガ

サ（８-10 月）、アカコウヤクタケ？（11

月）、アカチャツエタケ（８・10月）、アク

ニオイタケ（４月）、アシグロタケ（６・

７月）、アシナガイタチタケ（４-６月）、

アシナガタケ（10・11 月）、アシブトアミ

ガサタケ（４月）、アセタケ属（６- 11月）、

アマタケ（７・８月）、アミガサタケ（４

月）、アミスギタケ（６・８月）、アミヒラ

タケ（４・６・７・10・11 月）、アラゲカ

ワラタケ（２・３月）、アラゲキクラゲ（１・

２・４・６・８・10-12月）、アワタケ（６・

７・10 月）、アンズタケ（６-８・10 月）、

アンズタケモドキ（６月）、アンズタケ属

（10・11 月）、イグチ属（６・７・８月）、

イタチタケ（４-11月）、イタチナミハタケ

（10 月）、イッポンシメジ科（６・７月）、

イヌセンボンタケ（９月）、イボテングタ

ケ（10 月）、イロガワリ（６-８月）、ウコ

ンハツ（９月）、ウスキテングタケ（６・

７・９・10月）、ウスキモミウラモドキ（８

月）、ウスキモリノカサ（６-10 月）、ウス

ベニイタチタケ（４・５・11 月）、ウチワ

タケ（６-８月）、ウラスジチャワンタケ（５

月）、ウラベニガサ（６・11月）、エゴノキ

タケ（２・10月）、エノキタケ（１-４・11・

12 月）、エリマキツチグリ（９・10 月）、

オオキヌハダトマヤタケ（７・10 月）、オ

オツルタケ（６・７・９月-11月）、オオヒ

ラタケ（７・８月）、オオホウライタケ（６

-10月）、オオホウライタケ近縁種（７・10・

11 月）、オオヤシャイグチ（10 月）、オキ

ナクサハツ（６-10 月）、オニタケ（８-10

月）、オロシタケ（４月） 

 

か行 

カイガラタケ（10 月）、カバイロツルタケ

（６・８月）、カバイロトマヤタケ（10月）、

カヤタケ属（10・11 月）、カラムラサキハ

ツ（３・４月）、カレエダタケ（８・９月）、

カレバキツネタケ（６・７・９月・10月）、

カワラタケ（１・２・６・７・12 月）、カ

ワリハツ（10 月）、ガンタケ（６-10 月）、

キアシグロタケ（６・10 月）、キアミアシ

イグチ（７・８月）、キクラゲ（２-６・11・

12 月）、キシメジ科（10 月）、キタマゴタ

ケ（６・７・９・10 月）、キチャハツ（６

月）、キチリメンタケ（３・４月）、キッコ

ウアワタケ（６・９月）、キツネタケ（６・

10 月）、キツネノカラカサ（６・８・10・

11 月）、キツネノハナガサ（８・10 月）、

キツネハツ（６・８・９月）、キヒダタケ

（６・７・９月）、キボリニア・グラキリ

ペス（３月）、キララタケ（４-６・８・10・

11月）、キリンタケ（６・９月）、クサイロ

ハツ（６-10月）、クサウラベニタケ（７・

10月）、クサハツ（６-11月）、クサハツモ

ドキ（６・10月）、クシノハシワタケ（１-

４・12 月）、クジラタケ（１・３・７・11

月）、クヌギタケ属（10月）、クラガタノボ
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リリュウタケ（６月）、クリイロイグチモ

ドキ（７-９月）、クリイロカラカサタケ

（８・10 月）、クリタケ（11・12 月）、ク

ロアシボソノボリリュウタケ（7月）、クロ

タマゴテングタケ（７月）、クロトマヤタ

ケモドキ（６・７月）、クロノボリリュウ

タケ（６・７月）、クロハツ（６-９月）、

クロハツモドキ（７月）、クロフチシカタ

ケ（６-８月）、ケショウハツ（６・７・９

月-11 月）、コウジタケ（６-10 月）、コオ

ニイグチ（９月）、コガネカレバハツ（４

月）、コガネツムタケ（６月）、コガネニカ

ワタケ（11 月）、コカブイヌシメジ（10・

11月）、コキララタケ（７月）、コゲチャイ

ヌシメジ（仮）（６・10・11月）、コゲチャ

イロガワリ（６・８・９月）、コザラミノ

シメジ（４・６・８月）、コテングタケ（10

月）、コテングタケモドキ（７・９・10月）、

コトヒラシロテングタケ（10 月）、コナカ

ブリテングタケ（６月）、コバヤシアセタ

ケ（６月）、コフキサルノコシカケ（１-３・

12 月）、コブミノカヤタケ（12 月）、コム

ラサキシメジ（10・11月） 

 

さ行 

サクラタケ（８・10・11 月）、サケバタケ

（６・７月）、ササクレフウセンタケ（７

月）、サマツモドキ（６・９月）、ザラエノ

ハラタケ（８・10 月）、ザラエノヒトヨタ

ケ（６-８・10月）、サルノコシカケ科（１・

３・８月）、シックイタケ（１-３・６・７

月）、シラゲアセタケ（６月）、シラタマタ

ケ（10・11月）、シロアンズタケモドキ（６

月）、シロイボカサタケ（７・９月）、シロ

オニタケ（７-10月）、シロキクラゲ（６月）、

シロゲカヤタケ（９-11月）、シロサクラタ

ケ（６・10・11月）、シロソウメンタケ（６・

７月）、シロテングタケ（10月）、シロニセ

トマヤタケ（10月）、シロハツ（６月）、シ

ロヒメカラカサタケ（８-10月）、シワナシ

オキナタケ（６月）、スエヒロタケ（２・

３・11・12月）、スギエダタケ（10-12月）、

スジウチワタケモドキ（６・７・11 月）、

スッポンタケ（10・11 月）、スミゾメヤマ

イグチ（６・９月）、センベイタケ（２・

３・６・７月）、センボンイチメガサ（６・

９-11月） 

 

た行 

ダイダイガサ（６・７・11 月）、ダイダイ

タケ（２・９・11 月）、タヌキノチャブク

ロ（6月）、タマゴテングタケモドキ（６・

７・９・10 月）、ダンアミタケ？（３・６

月）、チチアワタケ（６・８-11 月）、チチ

タケ属（６・７・９-11月）、チビホコリタ

ケ（９月）、チャウロコタケ（１・６月）、

チャヌメリカラカサタケ（９・10 月）、チ

ャヒラタケ（６月）、チャワンタケ属（４・

６・10 月）、ツエタケ（６・10 月）、ツチ

グリ（11・12月）、ツチナメコ（10・11月）、

ツノフリタケ（６月）、ツノマタタケ（６・

８・10 月）、ツバナシフミヅキタケ（５・

６・８月）、ツブカラカサタケ（８月）、ツ

ヤウチワタケ（６・７月）、ツルタケ（6-10

月）、テングタケ（６・７・９・10月）、テ

ングタケダマシ（６-11月）、テングツルタ

ケ（６-10月）、ドウシンタケ（５・６・９

-11 月）、トキイロヒラタケ（７・８月）、

ドクツルタケ（６10月） 

 

な行 

ナガエノチャワンタケ（６月）、ナカグロ

ヒガサタケ（８月）、ナカグロヒメカラカ

サタケ（９月）、ナカグロモリノカサ（６・

８-10月）、ナヨタケ（４-６月）、ナヨタケ

属（４・６・８・11月）、ナラタケ（５月）、

ニオイコベニタケ（６・８月）、ニガイグ

チ属（６-９月）、ニガクリタケ（６・９-11

月）、ニクウスバタケ（１・２・11 月・12

月）、ニセクサハツ（６・７・11月）、ニセ
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ショウロ属（６月）、ニセニクハリタケ

（４・11 月）、ニセマツカサシメジ（11・

12 月）、ニッケイタケ（７・10 月）、ヌメ

リガサ科（6月）、ヌメリスギタケモドキ（11

月）、ネンドタケ（２・12月）、ノウタケ（６・

８・９・11月） 

 

は行 

ハイイロイタチタケ（５-11月）、ハイカグ

ラテングタケ（９月）、ハカワラタケ（１・

２・４・７・12月）、ハタケシメジ（10月）、

ハタケチャダイゴケ（８・10 月）、ハチノ

スタケ（４-６・９-11 月）、ハナオチバタ

ケ（８月）、ハラタケ属（5・6・8-11 月）、

ハリガネオチバタケ（7・8・10 月）、ヒイ

ロタケ（1-3・6・7・10・11・12月）、ヒト

ヨタケ属（5・10月）、ヒビワレシロハツ（6-

-11月）、ヒメアワタケ（6・7月）、ヒメカ

バイロタケ（5・7 月）、ヒメカンムリタケ

（11月）、ヒメキクラゲ（1・2月、4月）、

ヒメコナカブリツルタケ（6月-10月）、ヒ

メシロアミタケ（12 月）、ヒメシロカイメ

ンタケ（2・12月）、ヒメヒガサヒトヨタケ

（6・8・10 月）、ヒメホコリタケ（6 月）、

ヒメムラサキシメジ（11・12 月）、ヒメモ

グサタケ（2月、10月、11月、12月）、ヒ

ラタケ（1-3 月、11・12 月）、ヒラフスベ

（6・7月）、ビロードツエタケ（7月）、ヒ

ロハシデチチタケ（6・10月）、ヒロハチチ

タケ？（7月）、フウセンタケ科（4・5月・

10月）、フクロシトネタケ（4月）、フクロ

ツチガキ（10・11月）、フクロツルタケ（7-10

月）、ブドウタケ（4 月）、ブドウニガイグ

チ（10月）、フミズキタケ（5月）、ベッコ

ウタケ（6月）、ベニタケ属（4-11月）、ベ

ニヒダタケ（6月）、ヘビキノコモドキ（7・

9・10月）、ヘビキノコモドキ近縁種（6月、

8月、9月、10月）、ホコリタケ（5・9-12

月）、ボタンイボタケ（7-10月） 

 

ま行 

マツオウジ（5-7・10月）、マツカサキノコ

モドキ（1-3・11・12月）、マメホコリ（10

月）、マントカラカサタケ（8-10月）、マン

ネンタ（7-9・12月）、ミドリスギタケ（10

月）、ミドリニガイグチ（6-10月）、ミヤマ

タマゴタケ（10・11月）、ムササビタケ（11・

12月）、ムジナタケ（6月）、ムラサキシメ

ジ（10-12月）、ムラサキヤマドリタケ（6・

9 月）、モエギタケ科（10-12 月）、モエギ

ビョウタケ（4・11月）、モチゲチチタケ（橋

屋仮）（7・8・10・11月）、モリノカレバタ

ケ（6・8月）、モリノカレバタケ属（4-8・

11月） 

 

や行 

ヤケアトツムタケ（4 月）、ヤケイロタケ

（2・11・12 月）、ヤシャイグチ（９・10

月）、ヤブレベニタケ（９・10月）、ヤマド

リタケモドキ（６・７-10月）、ユキラッパ

タケ（10-11月） 

 

わ行 

ワタカラカサタケ（９・10月） 

 

４.おわりに 

種の同定に用いた図鑑類は、千葉菌類談話

会通信29号の28頁に列挙したものと同じで

す。 

この８年間に手賀の丘公園で観察できた

種類は256種類に上ります。29号で報告した

「柏市増尾城址公園で見られるきのこ」は

226種類でした。両公園は直線距離にして10

㎞未満、手賀の丘公園にアカマツが生えてい

る点を除き樹種の構成はほぼ同じことから、

174種類のきのこが共通種でした。 

手賀の丘公園で見られ、増尾城址公園で見

られなかった 82 種類中の主なものは、アイ

タケ、アシブトアミガサタケ（写真１）、ア

ンズタケモドキ、ウスベニイタチタケ、オオ
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ヒラタケ（写真２）、クリタケ（写真３）、シ

ロイボカサタケ、シロゲカヤタケ、シロソウ

メンタケ、チチアワタケ、ニセマツカサシメ

ジ、ヒメカンムリタケ、ヒメムラサキシメジ、

マツカサキノコモドキ、ミヤマタマゴタケな

ど。その逆に増尾城址公園で見られ手賀の丘

公園で見られなかった 52 種類中の主なもの

は、アカヤマドリ、キショウゲンジ、クリカ

ワヤシャイグチ、クロニガイグチ、コウモリ

タケ、シロカノシタ、シロツルタケ、チャニ

ガイグチ、ニガイグチモドキなど。 

アカマツ菌根菌を除けば探し方が足りな

いだけで、どちらの公園にも発生しているの

かもしれません。 

手賀の丘公園では、腰籠にハツタケを採って

いた地元の達人と出逢ったこともあり、又、

同じ千葉菌会員のＦさんは初めて訪れた時

に早くもマツカサタケを見つけた由、私など

90 回も通い詰めても未だ両種に出逢ったこ

とはなく、まだまだ勉強が足りません。これ

からも公園通いを続けます。 

尚、手賀の丘公園での発生量が比較的多く、

季節が来ると採集・調理して食膳に上るきの

こは、アミガサタケ、エノキタケ、キクラゲ、

シロゲカヤタケ、ヒラタケなど。近場の公園

は我が家の天然きのこ栽培場として極めて

貴重且つ重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真1.アシブトアミガサタケ（ 2007年5月2日） 

 

 
写真2.オオヒラタケ（ 2007年8月6日） 

 

 
写真3.クリタケ（ 2008年11月17日） 

 


